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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第54期

第２四半期
累計期間

第55期
第２四半期
累計期間

第54期

会計期間
自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日

自　平成30年４月１日
至　平成30年９月30日

自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日

売上高 (千円) 5,911,885 5,367,797 11,779,987

経常利益 (千円) 273,999 21,533 381,557

四半期(当期)純利益 (千円) 184,852 8,009 180,211

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 2,160,418 2,160,418 2,160,418

発行済株式総数 (千株) 11,912 11,912 11,912

純資産額 (千円) 9,341,251 9,179,908 9,265,894

総資産額 (千円) 12,151,117 11,601,401 11,721,137

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 17.94 0.78 17.49

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) 6.00 6.00 12.00

自己資本比率 (％) 76.9 79.1 79.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 192,733 279,448 461,510

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △171,366 △160,380 △556,714

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △62,784 △62,078 △125,055

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,475,489 1,353,638 1,296,648
 

　

回次
第54期

第２四半期
会計期間

第55期
第２四半期
会計期間

会計期間
自　平成29年７月１日
至　平成29年９月30日

自　平成30年７月１日
至　平成30年９月30日

１株当たり四半期純利益
又は１株当たり四半期純損失
（△）

(円) 8.13 △0.00

 

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
３　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

会計期間の期首から適用しており、前第２四半期累計期間及び前事業年度に係る主要な経営指標等について
は、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間における、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

（1）財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期累計期間における国内住宅建材市場は、低水準にある住宅ローン金利や政府による住宅取得促進政

策の実施にもかかわらず、新設住宅着工戸数が弱含みで推移し、リフォーム市場にも活況が見られず、本格的な市

場の回復を見るにはいたりませんでした。

　このような状況のなか、当第２四半期累計期間における当社の経営成績は、主力製品である新設戸建住宅用建材

については、受注が伸び悩み、低調に推移いたしました。リフォーム用住宅建材についても、前年同期の受注に大

きく寄与していた住宅ストック循環支援補助金の交付が前期中に終了したことにより、低調に推移いたしました。

また、利益面については、費用の削減や生産の改善等による原価の低減に努めましたが、売上高減少にともなう収

益の減少や前年下期に行った関東工場への省人化設備の導入、滋賀工場への大型断熱試験装置の導入等による固定

費の増加を補うには至りませんでした。

　その結果、売上高は、53億６千７百万円（前年同期59億１千１百万円,　9.2％減）となりました。

　利益面については、営業利益で△４千８百万円（前年同期２億４百万円）、経常利益で２千１百万円（前年同期

２億７千３百万円,　92.1％減）、四半期純利益は８百万円（前年同期１億８千４百万円,　95.7％減）となり、前

年同期に比べ減収減益となりました。

　

資産合計は、前事業年度末に比べて１億１千９百万円減少し、116億１百万円となりました。

　これは、主に現金及び預金が５千６百万円増加したこと、受取手形（電子記録債権含む）及び売掛金が１億９千

２百万円減少したこと等によるものであります。

　負債合計は、前事業年度末に比べて３千３百万円減少し、24億２千１百万円となりました。

　これは、主に支払手形及び買掛金が４千９百万円減少したこと等によるものであります。

　純資産合計は、前事業年度末に比べて８千５百万円減少し、91億７千９百万円となりました。

　これは、主に当四半期純利益８百万円の計上による増加及び前期期末配当金６千１百万円の支払いによる減少の

差引きにより利益剰余金が５千３百万円減少したこと、その他有価証券評価差額金が３千２百万円減少したこと等

によるものであります。

 
（2）経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

経営方針として、4つの経営戦略を策定しました。

①営業戦略

当社コア製品であるプレハブ住宅向け建材の販売を堅持するなかで、さらに高性能の窓や大開口の窓を開発

し、１棟当りの売上金額を増加させることで、住宅着工戸数減少の影響を補ってまいります。さらに、新規取引

先の獲得、新規製品の受注に努めるとともに、当社オリジナルの高付加価値製品の開発も進めてまいります。

　リフォーム分野では、現在、窓の交換がその大半を占めていますが、材料と工事を合わせて当社が受注してい

る強みを生かし、新たな商材獲得に努めます。
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②製造戦略

少子高齢化が進むなか労働人口は減少しており、さらに長時間労働の抑制もあり、労働力不足は深刻な状況に

なると予想されます。これに対応するため、昨年秋、約３億円を投資し、関東工場に従来の６割の人員で生産で

きる省人化生産ラインを導入いたしました。この経験をもとに、さらなる省人化により業務の効率化を進め、製

造原価の低減を図ります。中期経営計画の期間において７億円程度の投資を検討しております。
　

③情報処理戦略

情報処理の効率化を目的として、PLMシステム（プロダクト　ライフサイクル　マネジメント　システム）の導

入を決定いたしました。このシステムは、製品の企画から製造・保守・廃棄までのライフサイクル全般にわたる

情報の一元化を図るものです。現在、このソフトの実用化に向けた作業を進めており、これが完成すれば、間接

部門の省人化に加え、生産性の向上、品質の向上に結び付けることが可能となります。
　

④財務戦略

現在、当社は借入金等の有利子負債はなく、安定的な現預金を保有しております。本中期経営計画期間では、

有利子負債を生じさせることなく、上述した設備投資や新製品開発等に積極的な投資を行ってまいります。
　

これに併せて、経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標を新たに定めました。

売上金額は平成３１年３月期には減少しますが、平成３２年３月期、平成３３年３月期には新規受注、新規開

発製品を含め年間２億５千万円（約２.１％）の増加を計画いたしました。

　収益面では、昨年および今後の投資による減価償却費の増加および設備導入に伴う諸経費の増加により、投資

効果が現れるまでの期間、収益面での大きな増加は見込めませんが、３年目の平成３３年３月期には営業利益率

５％達成を目指してまいります。今後とも、将来を見据え積極的な経営を行ってまいります。
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（3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物の期末残高は、前年同期に比べ１億２千１百万円減少して

13億５千３百万円となりましたが、これは、税引前四半期純利益は減少しましたが、前年同期と同額の1株当たり

配当金の支払いを行ったこと等によるものであります。当社では、今後も積極的に設備投資を実施し、かつ安定し

た配当金の支払いを行ってまいります。

当社の資本の財源及び資金の流動性については、運転資金や設備資金等については、自己資金による調達を基本

としており、その資金の源泉は営業活動によるキャッシュ・フローであります。また、余剰資金については、現預

金、投資有価証券及び関係会社株式等により運用しております。

　

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、前年同期に比し、主に税引前四半期純利

益が２億５千６百万円減少したこと、法人税等の支払が８千８百万円減少したこと、売上債権が２億１千９百万円

減少したこと等により８千６百万円増加し、２億７千９百万円となりました。

　

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、前年同期に比し、主に有形固定資産の取

得による支出が８千４百万円減少したこと、無形固定資産の取得による支出が６千６百万円増加したこと等により

１千万円増加し、△１億６千万円となりました。

　

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、前年同期に比し、ほとんど増減がなく、

△６千２百万円となりました。

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあり

ません。

　

（5）研究開発活動

当第２四半期累計期間の研究開発費は５千３百万円であります。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 37,000,000

計 37,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成30年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年11月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,912,515 11,912,515
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数　100株

計 11,912,515 11,912,515 ― ―
 

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　　該当事項はありません。

　　

② 【その他の新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年９月30日 ― 11,912,515 ― 2,160,418 ― 2,233,785
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(5) 【大株主の状況】

平成30年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

積水ハウス株式会社 大阪市北区大淀中１丁目１―88 3,740 36.30

積水化学工業株式会社 大阪市北区西天満２丁目４番４号 703 6.83

アルメタックス従業員持株会
大阪市北区大淀中１丁目１―30　
梅田スカイビルタワーウエスト20階

451 4.38

遠山　和子 神奈川県横須賀市 251 2.44

鈴木　信幸 新潟県三条市 122 1.18

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町１丁目５―５ 121 1.18

株式会社三菱UFJ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７―１ 121 1.18

石川　晋 兵庫県宝塚市 114 1.11

カネエム工業株式会社 大阪府八尾市泉町１丁目93 100 0.97

第一生命保険株式会社 東京都千代田区有楽町１丁目13―１ 100 0.97

計 － 5,825 56.53
 

(注) 　上記のほか当社所有の自己株式1,607千株（発行済株式総数に対する所有株式数の割合13.49%)があります。

　

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成30年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式 1,607,200
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式　

102,885 ―
10,288,500

単元未満株式
 

普通株式 16,815
 

 

― 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 11,912,515 ― ―

総株主の議決権 ― 102,885 ―
 

(注)　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が500株（議決権５個）含まれ

ております。
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② 【自己株式等】

平成30年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 大阪市北区
大淀中１丁目１―30

1,607,200 ― 1,607,200 13.49
アルメタックス株式会社

計 ― 1,607,200 ― 1,607,200 13.49
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成30年７月１日から平成30年

９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成30年４月１日から平成30年９月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,296,648 1,353,638

  受取手形及び売掛金 ※1  1,260,751 ※1  1,200,623

  電子記録債権 ※1  2,278,699 ※1  2,146,418

  商品及び製品 125,841 133,508

  仕掛品 13,374 17,581

  原材料及び貯蔵品 508,178 508,460

  その他 150,892 190,780

  貸倒引当金 △3,008 △2,844

  流動資産合計 5,631,377 5,548,165

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 963,969 973,312

   土地 1,494,526 1,494,526

   その他（純額） 886,847 816,667

   有形固定資産合計 3,345,343 3,284,506

  無形固定資産 52,413 116,646

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,511,108 1,579,704

   関係会社株式 1,060,568 950,508

   その他 128,474 130,016

   貸倒引当金 △8,148 △8,148

   投資その他の資産合計 2,692,003 2,652,082

  固定資産合計 6,089,760 6,053,235

 資産合計 11,721,137 11,601,401

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※1  1,270,909 ※1  1,221,103

  未払法人税等 44,015 28,712

  賞与引当金 148,000 154,000

  製品保証引当金 102,664 82,532

  その他 325,092 373,410

  流動負債合計 1,890,682 1,859,760

 固定負債   

  退職給付引当金 142,518 153,064

  その他 422,042 408,668

  固定負債合計 564,560 561,732

 負債合計 2,455,243 2,421,492
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成30年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,160,418 2,160,418

  資本剰余金 2,584,575 2,584,575

  利益剰余金 4,038,449 3,984,627

  自己株式 △399,079 △399,085

  株主資本合計 8,384,364 8,330,535

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 961,543 929,386

  土地再評価差額金 △80,013 △80,013

  評価・換算差額等合計 881,529 849,372

 純資産合計 9,265,894 9,179,908

負債純資産合計 11,721,137 11,601,401
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

売上高 5,911,885 5,367,797

売上原価 4,770,892 4,512,177

売上総利益 1,140,992 855,619

販売費及び一般管理費 ※1  936,585 ※1  904,614

営業利益又は営業損失（△） 204,406 △48,995

営業外収益   

 受取利息 246 130

 受取配当金 52,988 59,862

 仕入割引 4,996 4,031

 その他 12,337 7,151

 営業外収益合計 70,569 71,175

営業外費用   

 売上割引 909 571

 その他 67 75

 営業外費用合計 977 646

経常利益 273,999 21,533

特別利益   

 固定資産売却益 － 365

 特別利益合計 － 365

特別損失   

 固定資産除却損 234 4,229

 特別損失合計 234 4,229

税引前四半期純利益 273,764 17,669

法人税、住民税及び事業税 75,700 8,855

法人税等調整額 13,212 804

法人税等合計 88,912 9,660

四半期純利益 184,852 8,009
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前四半期純利益 273,764 17,669

 減価償却費 132,119 167,409

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 13 △163

 賞与引当金の増減額（△は減少） 22,425 6,000

 製品保証引当金の増減額（△は減少） - △20,131

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 16,727 10,545

 受取利息及び受取配当金 △53,235 △59,992

 固定資産売却損益（△は益） - △365

 固定資産除却損 234 4,229

 売上債権の増減額（△は増加） △16,041 203,847

 たな卸資産の増減額（△は増加） △8,466 △12,156

 その他の流動資産の増減額（△は増加） △32,474 △33,588

 仕入債務の増減額（△は減少） 77,243 △56,110

 未払消費税等の増減額（△は減少） △39,629 29,024

 その他の流動負債の増減額（△は減少） △106,886 △13,049

 その他 △11,184 2,718

 小計 254,609 245,887

 利息及び配当金の受取額 53,224 59,997

 法人税等の支払額 △115,100 △26,436

 営業活動によるキャッシュ・フロー 192,733 279,448

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △165,742 △81,575

 有形固定資産の売却による収入 - 641

 無形固定資産の取得による支出 △1,550 △68,376

 固定資産の除却による支出 - △4,215

 関係会社株式の取得による支出 △4,373 △4,871

 その他の収入 300 380

 その他の支出 - △2,363

 投資活動によるキャッシュ・フロー △171,366 △160,380

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 配当金の支払額 △61,742 △61,744

 自己株式の取得による支出 △7 △6

 その他の支出 △1,035 △328

 財務活動によるキャッシュ・フロー △62,784 △62,078

現金及び現金同等物に係る換算差額 - -

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △41,418 56,989

現金及び現金同等物の期首残高 1,516,908 1,296,648

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  1,475,489 ※1  1,353,638
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

 
(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 

(追加情報)

　　(「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期会計

期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分

に表示しております。　

 
(四半期貸借対照表関係)

※１ 四半期会計期間末日満期手形及び電子記録債権の会計処理については、手形交換日または決済日をもって決済処理

　 しております。

なお、当第２四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形及び電子記録

債権が、四半期会計期間末残高に含まれております。

 

 
前事業年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成30年９月30日)

受取手形 3,551千円 2,873千円

電子記録債権 13,414 6,610

支払手形 130,949 97,471
 

 

(四半期損益計算書関係)

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期累計期間

(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日)

運搬費 235,469千円 215,978千円

役員報酬 61,545 63,900 

給料及び手当 242,654 223,256 

賞与引当金繰入額 60,221 50,154 

法定福利費 49,743 45,466 

賃借料 51,544 46,318 

研究開発費 34,061 53,431 

支払手数料 57,058 51,997 
 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び現金同等物の四半期末残高は四半期貸借対照表に掲記されている現金及び預金勘定の残高と同額でありま

す。

 

EDINET提出書類

アルメタックス株式会社(E01320)

四半期報告書

14/19



 

(株主資本等関係)

　前第２四半期累計期間(自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日)

 

１　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日
定時株主総会

普通株式 61,832 ６ 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金
 

 

(2) 基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後とな

るもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年11月８日
取締役会

普通株式 61,832 ６ 平成29年９月30日 平成29年12月７日 利益剰余金
 

 

２　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

当第２四半期累計期間(自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日)

 

１　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月28日
定時株主総会

普通株式 61,831 ６ 平成30年３月31日 平成30年６月29日 利益剰余金
 

 

(2) 基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後とな

るもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年11月８日
取締役会

普通株式 61,831 ６ 平成30年９月30日 平成30年12月７日 利益剰余金
 

 

２　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期累計期間(自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日)

 セグメント情報については、住宅建材部門の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

当第２四半期累計期間(自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日)

 セグメント情報については、住宅建材部門の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(金融商品関係)

金融商品の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

(有価証券関係)

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

(デリバティブ取引関係)

当社は、デリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

 

(持分法損益等)

該当事項はありません。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

前第２四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日)

１株当たり四半期純利益 17.94円
 

 

１株当たり四半期純利益 0.78円
 

 
 

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
前第２四半期累計期間

(自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成30年４月１日
至　平成30年９月30日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 184,852 8,009

普通株式に係る四半期純利益(千円) 184,852 8,009

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 10,305 10,305

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株
式について前事業年度末からの重要な変動がある
場合の概要

潜在株式はありません。

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第55期（平成30年４月１日から平成31年３月31日まで）中間配当については、平成30年11月８日開催の取締役会にお

いて、平成30年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしまし

た。

　①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　     61,831千円

　②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　 ６円00銭

　③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　平成30年12月７日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

平成30年11月５日

 
 

アルメタックス株式会社

取締役会　御中

 
 

有 限 責 任 監 査 法 人 ト ー マ ツ
 

  
 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 石　黒　　　訓 印
 

　

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 安　田　秀　樹 印
 

   
 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアルメタックス

株式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの第55期事業年度の第２四半期会計期間(平成30年７月１日から

平成30年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成30年４月１日から平成30年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、アルメタックス株式会社の平成30年９月30日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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